第４回学校適正配置温海地域検討委員会　会議概要
○　日　　時　　平成２６年２月４日（火）　午後７時～８時１５分
○　会　　場　　温海ふれあいセンター
○　次　　第　　１．開　会

　　　　　　　　２．挨　拶
　　　　　　　　３．協　議
　　　　　　　　　（１）各小学校区からの報告

　　　　　　　　　（２）地域検討委員会としてのまとめについて
　　　　　　　　　（３）学校再編計画（案）について

（４）今後の進め方について
４．その他

５．閉　会

○　公開・非公開の別　　公開
○　傍聴者の人数　　２人

○　審議事項
　（１）各小学校区からの報告

　　　（事務局説明）

　　　　・これまでの検討経過と温海小学校区における説明の状況について説明

　　　（五十川小学校区懇談会からの報告）

　　　　　前回の報告内容に変更はない。

　　　　　現在は、閉校後の校舎、グランド、プール、体育館の活用方法等が話題となっており、各集落で３～４月頃までに話し合ってくることにしている。
　　　（山戸小学校区懇談会からの報告）

　　　　　前回の報告内容に変更はない。

　　　　　五十川小学校区と同様に、校舎の跡地利用について地域の方々から意見を求めているが、集約には至っていない。

　　　（福栄小学校区懇談会からの報告）

　　　　　前回、福栄小学校区は平成２８年度の統合はしないことを報告したが、一部保護者より、今までの経緯について福栄保育園の保護者会での説明を求められ、１２月１４日に説明を行なった。

　　　　　また、福栄保育園の保護者によるアンケートが行われ、１２月１６日に懇談会を開催し、アンケート結果をもとに検討した結果、これまでの子どもを持つ親の意見ではなく、ＰＴＡ会員つまりは全世帯から意見を取りまとめることになった。
各集落からの意見の取りまとめの結果は、学区の２５０世帯中、平成２８年４月統合に賛成が１４４名、反対が８３名、無効が４名だった。
以上の経過から、福栄小学校区は平成２８年度から統合することとした。
　　　　　なお、この結果については、１２月２７日に福栄地区全戸に文書にて配布して説明をした。

　（２）地域検討委員会としてのまとめについて

　　　（各懇談会からの報告及びとりまとめへの質疑・意見）
・福栄小学校区では、越沢、関川一帯は遠いわけだが、通学は大丈夫なのか。
　　　　・福栄では、地域からの意見として、通うための道路整備等を充実していただきたいという要望がある。
・温海小学校に４つの小学校が集まるわけだが、教室などの施設面は大丈夫なのか。
・温海小学校区の説明会は、どのように周知したのか。
　　　（事務局の回答）

・各懇談会からも、通学時間、通学路の安全確保の面で、道路改良という話をいただいている。どちらも県道なので、市としても県に対する重要要望の中に道路改良も入れて強い要望をしているところだが、優先順位や予算等の面もあり、少しずつ改良している状況である。今後も市並びに教育委員会として県に強く要望していきたい。
・温海小学校の校舎については、耐震とあわせて大規模改修を予定している。４校の統合を見据えた改修計画になると思われる。
・温海小学校区への説明会の案内は、全戸に配布させていただいた。温海小学校区にとっては、今まで使っている校舎を使うということや子どもたちがより増えるということなどから、特に反対する理由がないのではないかと思っている。
　　　（結論）
温海小学校、五十川小学校、福栄小学校、山戸小学校の４校は、平成２８年４月に統合する。
　（３）学校再編計画（案）について

　　　（事務局提案）
　　　　　次の学校再編計画案の承認をもって、統合の最終合意とする。

１．学校統合について

温海小学校、五十川小学校、福栄小学校、山戸小学校の４校は統合する。

２．統合の時期

平成２８年４月１日に統合し、新校として開校する。

３．統合新校の位置

統合新校は、温海小学校の位置とする。

４．統合準備委員会の設置について

懸案事項など調整すべき課題については、当該校の関係者からなる統合準備委員会を組織し、同委員会において協議する。

５．配慮事項

鶴岡市並びに教育委員会は、児童及び保護者、地域住民の不安や要望等に極力配慮していくこととする。
　　　（質疑・意見）
・「要望等に配慮していく」でなく「要望等に極力配慮していく」という言葉には、どのぐらいの重みがあるのか。
　　　　・学校跡地をどうするのか。
　　　（事務局の回答）
・市並びに教育委員会からは強い意志をもってその実現に努めてもらうことを、地域検討委員会として望むという意味でこのようなまとめとさせていただいた。特に、温海地域で問題になっている道路改良については、強く県に要望することも含めて、極力配慮していくこととさせていただいた。
・跡地利用については、市としても重要な施策として捉え、跡地利活用検討会議という組織を設けている。地域の要望を受けながら、市と一体となって利活用策を検討していく。
　　　（結論）

　　　　・温海小学校・五十川小学校・福栄小学校・山戸小学校学校再編計画（案）を承認する。

（４）今後の進め方について

　　　（事務局説明）
　　　　・統合準備委員会について説明

　　　（質疑・意見）

・鼠ヶ関地区は統合準備委員会に加わるのか。
・鼠ヶ関小も将来的には複式学級になって、いずれは温海小学校と統合となるか。
・温海小学校区への周知について、文書で全戸配布しても、その保護者が必ずしも見るとは限らないので、きちんとした説明を温海小学校区の保護者にしていただきたい。

・統合する３校については、必ずしも全員賛成で統合するわけではない。問題が生じることにならないように適切に進めていただきたい。
・統合準備委員会では最終的にいつ頃まで決めなければならないのか。
　　　（事務局の回答）
・統合準備委員会は、地域からのメンバーで検討するので、鼠ヶ関小学校区からの委員の選出は考えていない。
・今回の計画では、複式学級の解消を第一に進めさせていただいた。将来的な課題については、次期計画の中で検討してまいりたい。
・温海小学校区への説明については、学校と相談しながら適切な時期に行なっていく。
・統合準備委員会の委員には、各学校の地域代表・ＰＴＡ代表の方々からなっていただくので、検討状況の周知や意見の集約等をお願いしながら、準備を進めてまいりたい。
・開校が平成２８年４月なので、平成２８年２月頃を目指して進めていくことになる。
　　　（結論）
・温海地域検討委員会は、本日をもって最終とし、新たに４校による統合準備委員会を設立して、具体的な課題や調整の協議を進めていくこととする。
※その他としての審議事項なし

